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研究内容 

どんな研究？ 何がわかる？ 

インフレターゲットを導入すると何が起こる？ 

   インフレターゲットは、 
   需要不足を解消することを目指すが、 
   バブル景気を生む可能性があり、 
   所得の無い人たちの生活を苦しくする 

機械学習 

論文を読む時、人は文章をただ目で辿るのではなく、自分の

知識や他の研究と、論文に書かれている「内容」を結びつけ、

考えを巡らすことで「深く理解」することができます。しかし、

様々な「内容」を持った膨大な量の論文に対してこのようなこ

とを繰り返すことは、人にとって容易なことではありません。

我々のグループでは、この「論文の内容を深く理解する」こと

を支援できるような基礎技術の研究を進めています。 

論文に書いてある言葉と実世界にあるモノの対応をつけるとと

もに，論文上の言葉で書かれた，実世界のモノ同士の関係を

論文の文章から見つけ，計算機で処理しやすい形式的な表現

に変換し，意味を計算して推論をする仕組みを作ります． 

予測インフレ率を上昇させれば、投資や

消費が増え 需要不足が解消される 

仮説→目的・期待 

並列→因果関係 

インフレターゲットを導入する 

物価を目標とした金融政策が資産価値

のインフレーションを伴う 可能性があ

る 

同義・類義・含意 

動作主体→副作用 

予測・期待 
インフレのため、所得を持たない

人たちの生活が苦しくなった 

原因 

input 

output 

目的 

目的 

論文アーカイブ，Web上の文書，etc 

深い言語理解技術 

構文解析・意味解析 
含意関係認識 
言語認知構造認識 

概念関係の認識：理解の第一歩 

情報処理学会論文誌アブストラクト30件からの機械学習結果 

人間の認識する関係 
 

コンピュータの認識する関係 

人間のように理解できるシステム 

コンピュータによる科学文献の言語解析－ テキストマイニングから推論へ － 

Language-based Analysis of Scientific Information - From Text-Mining to Reasoning – 
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人間の知識・思考 


